
資 料 

平成 29 年度

川崎市立小学校 

学習状況調査報告 

（概要）



1 

◎ 調査の概要 

１．調査の目的 

全市的な規模で児童の学習状況を調査することにより、学習指導上の問題点及び改善点を明らかにする。その結果を、

各学校においては、今後の学習指導法の改善や教育課程編成の工夫等、児童の基礎学力の向上に役立てる。 

２．調査の内容 

 ○国語・算数 

  調査の目的に基づき、学習指導要領の定める第４学年までの内容のうち、ペーパーテストで調査を行うことが適当

な項目について調査を実施した。 

 ○学習意識調査（生活や学習についてのアンケート） 

  児童の学習や生活に対する意識等について明らかにするために、児童を対象とする意識調査を実施した。 

３．調査の対象  市内全市立小学校の第５学年の児童 

４．調査実施日及び調査対象教科・人数 

 （1）調査実施日  平成 29 年５月９日（火） 

 （2）調査対象教科・人数  小学校第５学年 

                  国語                11,562 人  

算数                11,569 人  

生活や学習についてのアンケート   11,578 人 
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正答

選択 記述 選択式→番号　記述式→言葉
話す・

聞く能力
書く能力 読む能力

言語につい

ての知識・

理解・技能

1・2 ☆ １･３(順不同) 解答欄1･2とも正解 ◎ 57.8

＊1 ☆ ＊解答欄1のみ正解(選択肢1or3） ◎ 13.9

＊2 ☆ ＊解答欄2のみ正解(選択肢1or3) ◎ 　 26.6

3 (2) ☆ ３ ◎ 話の中心に気を付けて、発表を聞き取ることができる。 Ａ(1)エ 79.3

4 (3) ☆ １ ◎ 話の中心に気を付けて聞き、話し方の工夫を聞き取ることができる。 Ａ(1)エ 18.8

5 ① ☆ ふんまつ ◎ 第四学年配当漢字を読むことができる。 伝国(1)ウ(イ） 76.6

6 ② ☆ こてい ◎ 第四学年配当漢字を読むことができる。 伝国(1)ウ(イ） 96.9

7 ③ ☆ おび ◎ 第四学年配当漢字を読むことができる。 伝国(1)ウ(イ） 74.1

8 ④ ☆ おさ(める) ◎ 第四学年配当漢字を読むことができる。 伝国(1)ウ(イ） 76.7

9 ① ☆ 球根 ◎ 第三学年配当漢字を書くことができる。 伝国(1)ウ(イ） 33.5

10 ② ☆ 写真 ◎ 第三学年配当漢字を書くことができる。 伝国(1)ウ(イ） 87.1

11 ③ ☆ 旅 ◎ 第三学年配当漢字を書くことができる。 伝国(1)ウ(イ） 64.2

12 ④ ☆ 配る ◎ 第三学年配当漢字を書くことができる。 伝国(1)ウ(イ） 67.5

13 (1) ☆ ４ ◎ 接続語を理解している。 伝国(1)イ（ク) 94.7

14 (2) ☆ ３ ◎ 主語・述語を理解している。 伝国(1)イ(キ) 35.6

15 (3) ☆ みえる ◎ 国語辞典を利用して調べることができる。 伝国(1)イ（カ) 41.9

16 ① ☆ かわさき ◎ ローマ字で書かれた身近な単語を読むことができる。 伝国(1)ウ(ア) 75.9

17 ② ☆ ３ ◎ 身近な単語をローマ字で書くことができる。 伝国(1)ウ(ア) 71.8

18 (5) ☆ １ ◎ ことわざや慣用句などを適切に使うことができる。 伝国(1)ア(イ) 91.1

19 (1) ☆ ２ ◎ 叙述をもとに登場人物の様子や気持ちを読み取ることができる。 Ｃ(1)ウ 93.0

20 (2) ☆ ３ ◎ 叙述をもとに登場人物の様子や気持ちを読み取ることができる。 Ｃ(1)ウ 80.3

21 (3) ☆ ３ ◎ 叙述をもとに登場人物の様子や気持ちを読み取ることができる。 Ｃ(1)ウ 34.7

22 (4) ☆ ４ ◎ 叙述をもとに登場人物の様子や気持ちを読み取り、音読することができる。 Ｃ(1)ア 67.3

23 (5) ☆ ２ ◎ 叙述をもとに登場人物の性格を読み取ることができる。 Ｃ(1)ウ 59.7

24 (1) ☆ ５（段落） ◎ 中心となる語や文をとらえ、段落相互の関係に注意して文章を読むことができる。 Ｃ(1)イ 24.6

72.1

79.0

27 (4) ☆ お金をかせぐ ◎ 中心となる語や文をとらえて文章を読むことができる。 Ｃ(1)イ 64.9

24.0

29 (1) ☆ ２ ◎ 文章を推敲する 文章の間違いを正したり、よりよい表現に書き直したりできる。 Ｂ(1)オ 87.1

30 ア ☆ １ ◎ Ｂ(2)エ 47.0

31 イ ☆ ４ ◎ Ｂ(2)エ 43.3

32 1 ☆ ＡもしくはＢを○で囲んでいる。 ◎ 関心のあることなどから書くことを決めることができる。 Ｂ(1)ア 83.9

19.0

7.5

※いずれも３・４年

※大問１（１）は選択肢１と３が正解（順不同　個別採点）。１・１、３・３の場合は片方を不正解としています。

読むこと

話の内容を聞

き取る

話すこと聞くこ

と

(1) 話の中心に気を付けて、発表を聞き取ることができる。 Ａ(1)エ

Ｂ(1)ウ

・自分の考えがはっきりと書かれている。

・「そこから考えたことは、」にスムーズにつなが

るように書いている。

・40字以上60字以内で書いている。

34 3 ☆

7 作文 書くこと

Ｂ(1)ウ

(2)

28 (5) ☆ ◎

33 2 ☆

・グラフから読み取れることを書いている。

・「二つの学年をくらべてわかることは、」にス

ムーズにつながるように書いている。

・２年生と５年生を比較して書いている。

・40字以上60字以内で書いている。

◎

読むこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　出題・観点等一覧

4
物語の内容を

読み取る

説明文の内容

を読み取る
5

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項

(4)

3 言葉の学習

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項

(1) 漢字を読む

2

(2) 漢字を書く

文章の要点や細かい点に注意しながら、文章を要約することができる。 Ｃ(1)エ

解答形式

通し

番号

大問

番号

中問

番号

小問

番号

観点

◎

1

中心となる語や文をとらえ、文と文の意味のつながりを理解しながら文章を読むことがで

きる。
Ｃ(1)イ(2) ☆ １ ◎

(3) ☆

◎

人の役に立つものになって、その値打ちが高く

なる（23字）

加工され、役割が変化し、人の役に立つように

なった（24字）

自動車は、鉄鉱石や鉄鋼材にくらべて、人の役

に立つものである（29字）

※解答形式について…問題が「選択肢問題」、「記述問題」のどちらであるかを☆で表しています。

正答率学習指導要領出題のねらい領域問題の内容

25

26

6

◎

目的に応じて適切に書くことができる。

書く必要のある事柄を収集したり選択したりして、書くことができる。

中心となる語や文をとらえ、文と文の意味のつながりを理解しながら文章を読むことがで

きる。
Ｃ(1)イ

手紙の後付け

を書く

書くこと
手紙の後付けを書くことができる。

４

国 語

◎ 国語調査結果の概要 

１．出題・観点等一覧

話すこと・聞くこと 52.0％ 

書くこと 48.0％  

読むこと 60.0％ 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 70.5％ 

観点及び領域ごとの正答率 
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２．領域ごとの主な問題

国語 話すこと・聞くこと １（２）（３）（報告書P.８～９ 問題 P.１参照） 

１

4.5
％

２

11.1
％

３

79.3
％
（
正
答
）

４

4.2
％

１

18.8
％
（
正
答
）

２

5.1
％

３

6.5
％

４

68.2
％
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国語 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 ２（１）（２）（報告書P.１０～１１ 問題 P.2参照） 

正
答

正
答
率

①

ふ
ん
ま
つ

76.6
％

②

こ
て
い

96.9
％

③

お
び

74.1
％

④

お
さ
（
め
る
）
76.7
％

正
答

正
答
率

①

球
根

33.5
％

②

写
真

87.1
％

③

旅

64.2
％

④

配
る

67.5
％
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国語 読むこと ５（1）（3）（報告書P.１6～１７ 問題 P.７～８参照） 

正
答

５
段
落

正
答
率

24.6
％

１

9.3
％

２

1.1
％

３

5.5
％

４

79.0
％
（
正
答
）
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正答の条件                                     正答条件を満たしていない割合 

（１）グラフから読み取れることを書いている。                        2.4％ 

（２）「二つの学年をくらべてわかることは」にスムーズにつながるように書いている。      35.2％ 

（３）２年生と５年生を比較して書いている。                          1.5％ 

（４）４０字以上６０字以内で書いている。 9.6％

国語 書くこと ７ ② （報告書P.１９～２０ 問題 P.10参照） 

正
答
率

19.0
％
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３．授業改善に向けて注目した問題

国語 ４（1）（3）（報告書P.１４ 問題 P.５～６参照）

○
出
題
の
ね
ら
い

叙
述
を
も
と
に
登
場
人
物
の
様
子
や
気
持
ち
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

1.0
％

２

93.0
％
（
正
答
）

３

3.9
％

４

0.9
％

１

55・5
％

２

4.3
％

３

34.7
％
（
正
答
）

４

4.2
％
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◎ 算数調査結果の概要 

１．出題・観点等一覧

数学的な考え方 44.0％ 

数量や図形についての技能 67.5％  

数量や図形についての知識・理解 59.9％ 

数と計算 69.2％ 

量と測定 49.6％  

図形 44.2％ 

数量関係 51.5％ 

観点ごとの正答率 領域ごとの正答率 

記述式設問 

記述式設問 

13（2）6.3％
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２．領域ごとの主な問題

算数 数と計算 １（１）（２） （報告書P.２６～２７ 問題 P.１参照） 

正答率 

（１）82.4％     （２）55.1％ 

9.51 36.78 
参考 

384－162＝222 を計算したこと

による出現率 23.6％ 

算数 数と計算 ４（１）   （報告書P.３２ 問題 P.３参照） 

あ ３７０  い ８４７  う １２１７ 

正答率 

あ 68.7％  い 88.2％  う 65.0％ 
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算数 量と測定 ９ （報告書P.３７ 問題 P.６参照） 

平成 29 年度 

１…36.4％ 

２…33.8％ 

３…21.7％（正答） 

４…2.5％ 

平成 28 年度 

１…3.0％ 

２…29.5％（正答） 

３…47.0％ 

４…16.6％ 

参考 平成 28年度 川崎市学習状況調査 算数 問 10 参考 平成 24年度 全国学力・学習状況調査 算数Ａ５(1) 

平成 24 年度 全国 

１…19.4％ 

２…60.7％（正答） 

３…16.3％ 

４…1.7％ 
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算数 図形 １１（報告書P.４０ 問題 P.９参照） 

正答 ア、イ、エ、オ 

正答率 67.6％ 

正答 イ、エ 

正答率 45.1％ 

参考 

平成 28 年度 68.7％ 

参考 

平成 28 年度 38.2％ 
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参考 平成 29年度 全国学力・学習状況調査 Ｂ４ 

算数 数量関係 １３ （報告書P.４２～４３ 問題 P.１１参照） 

正答率 全国 40.2％  川崎市 45.6％ 

正答率 59.1％ 

36 ㎝ 

４年生の伝記のさっ数 

８は、ハンカチを持ってきて、ティッシュペーパーを

持ってこなかった人数です。記号イ
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３．授業改善に向けて注目した問題

算数 １４ （２）（報告書P.４４～４５ 問題 P.１３～１４参照） 

○出題のねらい 

 複合図形の求め方を解釈し、用いられている考えを平行四辺形の

場面に適用して、その方法を説明することができる。

平行四辺形の面積の求め方について、まきさんの求め方を参考に、

三角形を動かすことにより、正方形と考えて求める方法を言葉で

説明する問題を出題した。

正答例 

辺の長さが６㎝、８㎝、10㎝の三角形を切り取って

動かして、１辺が８㎝の正方形を考えると、面積を

求めることができます。 

正答率 22.0％ 
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◎ 生活や学習についてのアンケート 

１．授業に対する好感度・理解度・有用感について

「好き」「どちらかといえば好き」と回

答した児童は、国語 71.3%、社会 71.0%、

算数 74.3%、理科 87.5%、総合 84.9%であ

る。平成 27 年度と比較すると、社会で

7.8 ポイント、算数で 5.0 ポイント高く

なっている。また、「すきだ」と回答し

た児童は社会で 8.1 ポイント、算数で

6.8 ポイント高くなっている。「好き」

「どちらかといえば好き」と回答した児童

は、国語 69.3%、社会 63.2%、算数

「わかる」「どちらかといえばわかる」と

回答した児童は、国語 92.8%、社会 88.1%、

算数 87.9%、理科 94.8%である。平成 27年

度と比較するとすべての教科で高くなって

いる。また、「わかる」と回答した児童は

社会で 6.1 ポイント高くなっている。 

新学習指導要領では、これまでに以上に教

科を学ぶ意義が問われていることから、「授

業で学んだことは、生活の中で役に立ってい

ると思いますか。」から「授業で学んだこと

は、将来、社会に出たときに、役に立つと思

いますか。」に変更した。「役に立つ」「ど

ちらかといえば役に立つ」と回答した児童

は、国語 96.2%、社会 96.2%、算数 96.7%、理

科 88.6%、総合 91.3%である。 
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２．自尊意識・将来に関する意識などについて

「あてはまる」「どちらかといえばあては

まる」と回答した児童は、80.4％である。

平成 27 年度と比較すると、「あてはま

る」と回答した児童は 10.4 ポイント高く

なっている。」「どちらかといえば好き」

「あてはまる」「どちらかといえばあては

まる」と回答した児童は、81.0％である。

平成 27 年度と比較すると、「あてはま

る」と回答した児童は 2.7 ポイント高くな

っている。」「どちらかといえば国語

「あてはまる」「どちらかといえばあては

まる」と回答した児童は、88.9％である。

平成 27 年度と比較すると、「あてはま

る」と回答した児童は 2.3 ポイント高くな

っている。き」と回答した児童は、国語

「あてはまる」「どちらかといえばあては

まる」と回答した児童は、92.6％である。

平成 27 年度と比較すると、「あてはま

る」と回答した児童は 3.9 ポイント高くな

っている。好き」と回答した児童は、国語

「あてはまる」「どちらかといえばあては

まる」と回答した児童は、89.0％である。

平成 27 年度と比較すると、「あてはま

る」と回答した児童は 3.2 ポイント高くな

っている。」「どちらかといえば好き」と
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３．自尊意識とのクロス集計について

21 自尊意識【37】× 国語・算数の正答率 
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川崎市学習状況調査 わかりやすい個票を保護者・児童に提供

◎ 調査結果の活用 

児童・保護者に学習状況を伝え、一人一人の課題を明確にし、学習に取り組む態度や家庭学習の改善に役立てます。 

【意識調査】 

アンケート調査については、

国語、算数について授業の理

解度などについて選択肢別

の回答率を示しています。 

【様々な情報提供】 

小問別、領域別、観点別に

川崎市平均正答率と結果

を示しています。 

数値は川崎市の全体の割合(％) 

本人の選択は網掛け部分 
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【わかりやすい提示】 

分析と解答用紙が上下で示さ

れており、小問ごとに学習状況

を確認することができます。


